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薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

スルホニル尿素系血糖降下薬
グリベンクラミド
グリクラジド
グリメピリド

等

冷汗、強い空腹感、動悸等の低
血糖症状の発現が報告されてい
るので、このような症状があら
われた場合には血糖降下薬の量
を調節すること。

本剤とこれらの薬剤との血清ア
ルブミン結合部位における競合
により、これらの薬剤の血中遊
離型濃度が上昇し血糖降下作用
が増強されると考えられる。
〈危険因子〉
高齢者ナテグリニド

頻度不明

精神神経系 頭痛、めまい、傾眠、不眠、しびれ感

消 化 器 腹痛、嘔気、食欲不振、嘔吐、腹部膨満感、下痢、口内炎、便秘、胃潰瘍、胸や
け、口渇

血 液 貧血、白血球減少、血小板増加、血小板減少

そ の 他 尿酸の上昇、低血糖、全身�怠感、脱毛、胆石、勃起不全、味覚異常、発熱、浮
腫、頻尿

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。―

使用上の注意改訂のお知らせ

このたび高脂血症治療剤ベザテートSR錠２００〔沢井製薬（株）製造〕につきまして、自主改訂に基づき、使用上の注

意を下記のとおり改訂致しましたので、お知らせ申し上げます。

記

１．改訂内容（下線部改訂又は追加箇所）

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

７）スルホニル尿素系血糖降下薬（グリベンクラミド、グリクラジド、グリメピリド等）及びナテグリニド

を投与中の患者（「相互作用」の項参照）

３．相 互 作 用

２）併用注意（併用に注意すること）

４．副 作 用

２）その他の副作用
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ジ☆次頁以降に改訂後の「使用上の注意」全文が記載されていますので、併せてご参照下さい。
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２．ベザテートSR錠２００「使用上の注意」全文
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